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(57)【要約】
　【課題】燃料噴射ポンプの調量精度の低下を抑制する
ことができるディーゼルエンジンを提供する。
　【解決手段】エンジンオイル１４が、ガバナ収容ケー
ス４のオイル流出口１８を介してポンプ収容ケース１の
内底部に流れ込んだ後、ポンプ収容ケース１のオイル流
出通路２０を介して調時伝動ギヤケース１１内に流れ込
み、オイルパン１３内に戻るようにした、ディーゼルエ
ンジンにおいて、燃料噴射カム軸(３)の架設方向を前後
方向として、噴射ポンプ収容ケース１の内底部に、噴射
ポンプ収容ケース１のオイル流出通路２)側に向けて燃
料噴射カム３４の下方を通過する前後向きのオイル通過
溝２１が設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　噴射ポンプ収容ケース(１)に燃料噴射ポンプ(２)が収容され、この燃料噴射ポンプ(２)
の下方に燃料噴射カム軸(３)が架設され、噴射ポンプ収容ケース(１)の一端側にガバナ収
容ケース(４)が設けられ、このガバナ収容ケース(４)内にメカニカルガバナ(５)が収容さ
れ、燃料噴射カム軸(３)の一端側にガバナウェイト(６)が取り付けられ、このガバナウェ
イト(６)にガバナレバー(７)のガバナ力入力部(８)が連携され、ガバナレバー(７)の出力
部(９)に燃料噴射ポンプ(２)の燃料調量部(１０)が連動連結され、噴射ポンプ収容ケース
(１)の他端側が調時伝動ギヤケース(１１)に取り付けられ、燃料噴射カム軸(３)の他端側
に燃料噴射カムギヤ(１２)が取り付けられ、この燃料噴射カムギヤ(１２)が調時伝動ギヤ
ケース(１１)内に収容され、
　オイルパン(１３)内のエンジンオイル(１４)がオイルポンプ(１５)の圧送力でガバナレ
バー(７)に供給されるようにし、ガバナ収容ケース(４)と噴射ポンプ収容ケース(１)との
隔壁(１７)にガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)が設けられ、噴射ポンプ収容ケ
ース(１)と調時伝動ギヤケース(１１)との間に噴射ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通
路(２０)が設けられ、ガバナレバー(７)からガバナ収容ケース(４)の内底部に落下したエ
ンジンオイル(１４)が、ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)を介して噴射ポンプ
収容ケース(１)の内底部に流れ込んだ後、噴射ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(
２０)を介して調時伝動ギヤケース(１１)内に流れ込み、オイルパン(１３)内に戻るよう
にした、ディーゼルエンジンにおいて、
　燃料噴射カム軸(３)の架設方向を前後方向として、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部
に、噴射ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(２０)側に向けて燃料噴射カム(３４)の
下方を通過する前後向きのオイル通過溝(２１)が設けられた、ことを特徴とするディーゼ
ルエンジン。
【請求項２】
　請求項１に記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)と前後向きのオイル通過溝(２１)とが、直
進するキリの一連のキリ加工で連続形成されたものである、ことを特徴とするディーゼル
エンジン。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　オイル流出通路(２０)の通路入口(２２)が噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部の最も低
い位置よりも高く配置され、
　噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部のエンジンオイル(１４)がオイル流出通路(２０)の
通路入口(２２)からオーバーフローするようにした、ことを特徴とするディーゼルエンジ
ン。
【請求項４】
　請求項３に記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　オイル流出通路(２０)は噴射ポンプ収容ケース(１)の端壁(２３)から噴射ポンプ収容ケ
ース(１)の内底部に向けて直進するキリ(２４)のキリ加工で形成されたもので、この直進
するキリ(２４)による噴射ポンプ収容ケース(１)の内底面の貫通により、噴射ポンプ収容
ケース(１)の内底面にオイル流出通路(２０)の通路入口(２２)が開口されている、ことを
特徴とするディーゼルエンジン。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　前後向きのオイル通過溝(２１)とオイル流出通路(２０)とが接続されている、ことを特
徴とするディーゼルエンジン。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　燃料噴射カム軸(３)の架設方向と平行な向きに見て、噴射ポンプ収容ケース(１)の横に
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燃料噴射ポンプ(２)に燃料を供給する燃料フィードポンプ(２５)が配置され、この燃料フ
ィードポンプ(２５)のフィードポンプ室(５１)の下方にポンプ連動部収容通路(５２)が配
置され、ポンプ連動部収容通路(５２)の横にロッカアーム取り付け通路(５３)が配置され
、ロッカアーム取り付け通路(５３)の横に噴射ポンプ収容ケース(１)のロッカアーム挿入
通路(５４)が配置され、ポンプ連動部収容通路(５２)がロッカアーム取り付け通路(５３)
と噴射ポンプ収容ケース(１)のロッカアーム挿入通路(５４)を介して噴射ポンプ収容ケー
ス(１)の内底部と連通され、
　ロッカアーム取り付け通路(５３)に取り付けられたロッカアーム(５５)がロッカアーム
挿入通路(５４)を介して噴射ポンプ収容ケース(１)内に挿入され、燃料噴射カム軸(３)の
燃料フィードカム(３５)からロッカアーム(５５)とポンプ連動部収容通路(５２)内のポン
プ連動部(５６)を介してフィードポンプ室(５１)のポンプ作動部(５７)が駆動されるに当
たり、
　噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部とロッカアーム挿入通路(５４)との境界に形成され
る突条(５８)が横向きのオイル通過溝(５９)で除肉されている、ことを特徴とするディー
ゼルエンジン。
【請求項７】
　請求項６に記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　前後向きのオイル通過溝(２１)と噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部との境界に形成さ
れる突条(６０)がオイル通過凹部(６１)で除肉されている、ことを特徴とするディーゼル
エンジン。
【請求項８】
　請求項７に記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　横向きのオイル通過溝(５９)とオイル通過凹部(６１)とは、噴射ポンプ収容ケース(１)
の外側からロッカアーム挿入通路(５４)内を経て噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部に向
けて直進するキリ(６３)の一連のキリ加工で形成されたものである、ことを特徴とするデ
ィーゼルエンジン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディーゼルエンジンに関し、詳しくは、燃料噴射ポンプの調量精度の低下を
抑制することができるディーゼルエンジンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のディーゼルエンジンとして、本発明と同様、噴射ポンプ収容ケースに燃料噴射ポ
ンプが収容され、この燃料噴射ポンプの下方に燃料噴射カム軸が架設され、噴射ポンプ収
容ケースの一端側にガバナ収容ケースが設けられ、このガバナ収容ケース内にメカニカル
ガバナが収容され、燃料噴射カム軸の一端側にガバナウェイトが取り付けられ、このガバ
ナウェイトにガバナレバーのガバナ力入力部が連携され、ガバナレバーの出力部に燃料噴
射ポンプの燃料調量部が連動連結され、噴射ポンプ収容ケースの他端側が調時伝動ギヤケ
ースに取り付けられ、燃料噴射カム軸の他端側に燃料噴射カムギヤが取り付けられ、この
燃料噴射カムギヤが調時伝動ギヤケースに収容され、
　オイルパン内のエンジンオイルがオイルポンプの圧送力でガバナレバーに供給されるよ
うにし、ガバナ収容ケースと噴射ポンプ収容ケースとの隔壁にガバナ収容ケースのオイル
流出口が設けられ、噴射ポンプ収容ケースと調時伝動ギヤケースとの間に噴射ポンプ収容
ケースのオイル流出通路が設けられ、ガバナレバーからガバナ収容ケースの内底部に落下
したエンジンオイルが、ガバナ収容ケースのオイル流出口を介して噴射ポンプ収容ケース
の内底部に流れ込んだ後、噴射ポンプ収容ケースのオイル流出口を介して調時伝動ギヤケ
ース内に流れ込み、オイルパン内に戻るようにしたものがある(例えば、特許文献１参照)
。
【０００３】
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　この従来のディーゼルエンジンでは、噴射ポンプ収容ケースの内底部に流れ込んだエン
ジンオイルで、燃料噴射カム軸の燃料噴射カムが潤滑される利点がある。
　しかし、従来のディーゼルエンジンでは、噴射ポンプ収容ケースの内底部をオイル流出
通路側に向かうエンジンオイルの通過経路が、噴射ポンプ収容ケースの内底面と燃料噴射
カムとの隙間のみであるため、問題がある。
【０００４】
【特許文献１】特開平７－１６６８３２号公報(図１～図３参照)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来技術では、次の問題がある。
　《問題》　メカニカルガバナによる燃料噴射ポンプの調量精度が低下する。
　噴射ポンプ収容ケースの内底部をオイル流出通路側に向かうエンジンオイルの通過経路
が、噴射ポンプ収容ケースの内底面と燃料噴射カムとの隙間のみであるため、噴射ポンプ
収容ケースの小型化に伴い、隙間が狭くなると、回転する燃料噴射カムが壁となり、ポン
プ収容ケースの内底部でのエンジンオイルの通過が妨げられ、ガバナ収容ケースの内底部
にエンジンオイルが過剰に溜まることがある。このため、ガバナウェイトがエンジンオイ
ルに深く浸かり、ガバナウェイトの作動がエンジンオイルの大きな抵抗を受け、その抵抗
が外乱となり、メカニカルガバナによる燃料噴射ポンプの調量精度が低下する。
【０００６】
　本発明は、上記問題点を解決することができるディーゼルエンジン、すなわち、燃料噴
射ポンプの調量精度の低下を抑制することができるディーゼルエンジンを提供することを
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る発明の発明特定事項は、次の通りである。
　図１に例示するように、ポンプ収容ケース(１)に燃料噴射ポンプ(２)が収容され、この
燃料噴射ポンプ(２)の下方に燃料噴射カム軸(３)が架設され、ポンプ収容ケース(１)の一
端側にガバナ収容ケース(４)が設けられ、このガバナ収容ケース(４)内にメカニカルガバ
ナ(５)が収容され、燃料噴射カム軸(３)の一端側にガバナウェイト(６)が取り付けられ、
このガバナウェイト(６)にガバナレバー(７)のガバナ力入力部(８)が連携され、ガバナレ
バー(７)の出力部(９)に燃料噴射ポンプ(２)の燃料調量部(１０)が連動連結され、ポンプ
収容ケース(１)の他端側が調時伝動ギヤケース(１１)に取り付けられ、燃料噴射カム軸(
３)の他端側に燃料噴射カムギヤ(１２)が取り付けられ、この燃料噴射カムギヤ(１２)が
調時伝動ギヤケース(１１)内に収容され、
　図３に例示するように、オイルパン(１３)内のエンジンオイル(１４)がオイルポンプ(
１５)の圧送力でガバナレバー(７)に供給されるようにし、図１に例示するように、ガバ
ナ収容ケース(４)と噴射ポンプ収容ケース(１)との隔壁(１７)にガバナ収容ケース(４)の
オイル流出口(１８)が設けられ、噴射ポンプ収容ケース(１)と調時伝動ギヤケース(１１)
との間に噴射ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(２０)が設けられ、ガバナレバー(
７)からガバナ収容ケース(４)の内底部に落下したエンジンオイル(１４)が、ガバナ収容
ケース(４)のオイル流出口(１８)を介して噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部に流れ込ん
だ後、噴射ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(２０)を介して調時伝動ギヤケース(
１１)内に流れ込み、オイルパン(１３)内に戻るようにした、ディーゼルエンジンにおい
て、
　図１に例示するように、燃料噴射カム軸(３)の架設方向を前後方向として、噴射ポンプ
収容ケース(１)の内底部に、噴射ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(２０)側に向け
て燃料噴射カム(３４)の下方を通過する前後向きのオイル通過溝(２１)が設けられた、こ
とを特徴とするディーゼルエンジン。
【発明の効果】
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【０００８】
　（請求項１に係る発明）
　《効果》　燃料噴射ポンプの調量精度の低下を抑制することができる。
　図１に例示するように、燃料噴射カム軸(３)の架設方向を前後方向として、噴射ポンプ
収容ケース(１)の内底部に、噴射ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(２０)側に向け
て燃料噴射カム(３４)の下方を通過する前後向きのオイル通過溝(２１)が設けられたので
、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部のエンジンオイル(１４)の通過が前後向きのオイル
通過溝(２１)を介して行われ、その通過が回転する燃料噴射カム(３４)で妨げられること
がなく、ガバナ収容ケース(４)の内底部にエンジンオイル(１４)が過剰に溜まるのを防止
することができる。このため、ガバナウェイト(６)がエンジンオイル(１４)に深く浸かる
ことがなく、ガバナウェイト(６)の作動がエンジンオイル(１４)で大きな抵抗をうける不
具合が回避され、この外乱に起因する燃料噴射ポンプ(２)の調量精度の低下を抑制するこ
とができる。
【０００９】
　（請求項２に係る発明）
　請求項１に係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　燃料噴射ポンプの調量精度の低下を抑制する機能が高い。
　図１に例示するように、ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)と前後向きのオイ
ル通過溝(２１)とが、直進するキリの一連のキリ加工で連続形成されたものであるため、
ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)から前後向きのオイル通過溝(２１)にエンジ
ンオイル(１４)がスムーズに受け渡される。このため、ガバナ収容ケース(４)の内底部に
エンジンオイル(１４)が溜まりにくく、燃料噴射ポンプ(２)の調量精度の低下を抑制する
機能が高い。
【００１０】
　《効果》　キリ加工の工程が少なくて済む。
　図１に例示するように、ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)と前後向きのオイ
ル通過溝(２１)とが、直進するキリの一連のキリ加工で連続形成されたものであるため、
キリ加工の工程が少なくて済む。
【００１１】
　（請求項３に係る発明）
　請求項１または請求項２に係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　メカニカルガバナの潤滑性能を高くすることができる。
　図１に例示するように、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部のエンジンオイル(１４)が
オイル流出通路(２０)の通路入口(２２)からオーバーフローされるようにしたので、ポン
プ収容ケース(１)の内底部に溜まるエンジンオイル(１４)の量をオイル流出通路(２０)の
通路入口(２２)の位置設定によって管理することができ、ガバナレバー(７)へのエンジン
オイル(１４)の供給量を多くしても、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部のエンジンオイ
ル(１４)をオイル流出通路(２０)の通路入口(２２)からオーバーフローさせることで、ガ
バナ収容ケース(４)内底部にエンジンオイル(１４)が過剰に溜まるのを防止することがで
きる。このため、メカニカルガバナ(５)の潤滑性能を高くすることができる。
【００１２】
　（請求項４に係る発明）
　請求項３の係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　オイル流出通路と通路入口の形成を容易に行うことができる。
　図１に例示するように、オイル流出通路(２０)は噴射ポンプ収容ケース(１)の端壁(２
３)から噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部に向けて直進するキリ(２４)のキリ加工で形
成され、この直進するキリ(２４)による噴射ポンプ収容ケース(１)の内底面の貫通により
噴射ポンプ収容ケース(１)の内底面にオイル流出通路(２０)の通路入口(２２)が開口され
るようにしたので、直進する一工程のキリ加工により、オイル流出通路(２０)と通路入口
(２２)の形成を容易に行うことができる。
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【００１３】
　（請求項５に係る発明）
　請求項１から請求項４のいずれかに係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　燃料噴射ポンプの調量精度の低下を抑制する機能が高い。
　図１に例示するように、前後向きのオイル通過溝(２１)とオイル流出通路(２０)とが接
続されているので、前後向きのオイル通過溝(２１)からオイル流出通路(２０)にエンジン
オイル(１４)がスムーズに受け渡される。このため、ガバナ収容ケース(４)の内底部にエ
ンジンオイル(１４)が溜まりにくく、燃料噴射ポンプ(２)の調量精度の低下を抑制する機
能が高い。
【００１４】
　（請求項６に係る発明）
　請求項１から請求項５のいずれかに係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　フィードポンプ室へのエンジンオイルの進入が防止される。
　図２に例示するように、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部とロッカアーム挿入通路(
５４)との境界に形成される突条(５８)が横向きのオイル通過溝(５９)で除肉されている
ので、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部のエンジンオイル(１４)がポンプ連動部収容通
路(５２)に進入しても、このエンジンオイル(１４)は噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部
に直ぐに戻り、フィードポンプ室(５１)へのエンジンオイル(１４)の進入が防止される。
【００１５】
　突条(５８)が横向きのオイル通過溝(５９)で除肉されていない場合には、エンジンの振
動により、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部のエンジンオイル(１４)がポンプ連動部収
容通路(５２)に進入すると、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部に戻りにくく、ポンプ連
動部収容通路(５２)でのエンジンオイル(１４)の油面が上がり、エンジンオイル(１４)が
フィードポンプ室(５１)に進入する不具合が発生するが、突条(５８)が横向きのオイル通
過溝(５９)で除肉されると、ポンプ連動部収容通路(５２)に進入したエンジンオイル(１
４)が噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部に直ぐに戻り、このような不具合が生じない。
横向きのオイル通過溝(５９)によって、ポンプ連動部収容通路(５２)から噴射ポンプ収容
ケース(１)の内底部へのエンジンオイル(１４)の戻りが助けられるためと推定される。
【００１６】
　（請求項７に係る発明）
　請求項６に係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　燃料噴射カムの潤滑性を高めることができる。
　図２に例示するように、前後向きのオイル通過溝(２１)と噴射ポンプ収容ケース(１)の
内底部との境界に形成される突条(６０)がオイル通過凹部(６１)で除肉されているので、
前後向きのオイル通過溝(２１)を通過するエンジンオイル(１４)の一部がオイル通過凹部
(６１)を介して噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部に流入しやすく、燃料噴射カム(３４)
の潤滑性を高めることができる。
【００１７】
　（請求項８に係る発明）
　請求項７に係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　横向きのオイル通過溝の形成ミスを防止することができる。
　図２に例示するように、横向きのオイル通過溝(５９)とオイル通過凹部(６１)とが、噴
射ポンプ収容ケース(１)の外側からロッカアーム挿入通路(５４)内を経て噴射ポンプ収容
ケース(１)の内底部に向けて直進するキリ(６３)の一連のキリ加工で形成されたものであ
るため、キリ加工時には、キリ(６３)の先が前後向きのオイル通過溝(２１)と噴射ポンプ
収容ケース(１)の内底部との境界に形成される突条(６０)に当たるまで、キリ(６３)を進
入させる必要があり、キリ(６３)の進入不足で横向きのオイル通過溝(５９)が開通しない
というオイル通過溝(５９)の形成ミスを防止することができる。
【００１８】
　《効果》　キリ加工の工程が少なくて済む。
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　図２に例示するように、横向きのオイル通過溝(５９)とオイル通過凹部(６１)とが、噴
射ポンプ収容ケース(１)の外側からロッカアーム挿入通路(５４)内を経て噴射ポンプ収容
ケース(１)の内底部に向けて直進するキリ(６３)の一連のキリ加工で形成されたものであ
るため、キリ加工の工程が少なくて済む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１から図６は本発明の実施形態に係
るディーゼルエンジンを説明する図で、この実施形態では、立形多気筒ディーゼルエンジ
ンについて説明する。
【００２０】
　本発明の実施形態の概要は、次の通りである。
　図６に示すように、シリンダブロック(３０)の上部にシリンダヘッド(３１)が取り付け
られ、シリンダブロック(３０)の前部に調時伝動ギヤケース(１１)が取り付けられている
。調時伝動ギヤケース(１１)の横端部(３１)はシリンダブロック(３０)の横側面(３２)よ
りも横側に張り出され、この横端部(３１)の後壁(４８)に燃料噴射ポンプユニット(３３)
が取り付けられている。
【００２１】
　燃料噴射ポンプユニットの構成は、次の通りである。
　燃料噴射ポンプユニット(３３)は、噴射ポンプ収容ケース(１)とガバナ収容ケース(４)
とその内部部品と燃料噴射カムギヤ(１２)からなる。
　図１に示すように、噴射ポンプ収容ケース(１)に燃料噴射ポンプ(２)が収容され、この
燃料噴射ポンプ(２)の下方に燃料噴射カム軸(３)が架設され、噴射ポンプ収容ケース(１)
の後端側にガバナ収容ケース(４)が設けられ、このガバナ収容ケース(４)内にメカニカル
ガバナ(５)が収容され、燃料噴射カム軸(３)の後端側にガバナウェイト(６)が取り付けら
れ、このガバナウェイト(６)にガバナレバー(７)のガバナ力入力部(８)が連携され、ガバ
ナレバー(７)の出力部(９)に燃料噴射ポンプ(２)の燃料調量部(１０)が連動連結され、噴
射ポンプ収容ケース(１)の前端側が調時伝動ギヤケース(１１)に取り付けられ、燃料噴射
カム軸(３)の前端側に燃料噴射カムギヤ(１２)が取り付けられ、この燃料噴射カムギヤ(
１２)が調時伝動ギヤケース(１１)内に収容されている。
【００２２】
　図１に示すように、燃料噴射ポンプ(２)はプランジャを備えた列形噴射ポンプであり、
燃料噴射カム軸(３)は４枚の燃料噴射カム(３４)と１枚の燃料フィードカム(３５)とを備
えている。燃料噴射カム軸(３)の後端部は、ガバナ収容ケース(４)内に突出され、この後
端部にウェイトホルダ(３６)を介してガバナウェイト(６)が揺動自在に取り付けられると
ともに、ガバナスリーブ(３７)が前後摺動自在に取り付けられ、ガバナウェイト(６)の揺
動がガバナスリーブ(３７)の前後摺動を介してガバナレバー(７)のガバナ力入力部(８)に
伝達されるようになっている。ガバナレバー(７)の出力部(９)には連動板(３８)を介して
燃料噴射ポンプ(２)の燃料調量部(１０)が連動連結されている。燃料調量部(１０)は燃料
調量ラックである。燃料噴射カムギヤ(１２)は燃料噴射カム軸(３)の前端部に外嵌固定さ
れ、クランク軸(図外)のクランクギヤ(図外)からアイドルギヤ(３９)を介して駆動される
。クランクギヤとアイドルギヤ(３９)と燃料噴射カムギヤ(１２)とを含む調時伝動ギヤト
レイン(２９)は、調時伝動ギヤケース(１１)内に収容されている。
【００２３】
　図４(Ａ)(Ｂ)に示すように、噴射ポンプ収容ケース(１)の前側の端壁(２３)には、円環
状の嵌入部(６５)が設けられ、図１に示すように、この円環状の嵌入部(６５)が調時伝動
ギヤケース(１１)の後壁(４８)の嵌合孔(６６)に嵌合され、燃料噴射ポンプユニット(３
３)は所定の傾きで調時伝動ギヤケース(１１)の後壁(４８)に固定されている。
　図２に示すように、この実施形態の燃料噴射ポンプユニット(３３)は燃料フィードポン
プ(２５)側に傾けて固定されている。
【００２４】
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　図３に示すように、オイルパン(１３)内のエンジンオイル(１４)がオイルポンプ(１５)
の圧送力でガバナレバー(７)に供給されるようにし、図１に示すように、ガバナ収容ケー
ス(４)と噴射ポンプ収容ケース(１)との隔壁(１７)にガバナ収容ケース(４)のオイル流出
口(１８)が設けられ、噴射ポンプ収容ケース(１)と調時伝動ギヤケース(１１)との間にポ
ンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(２０)が設けられている。
　図１に示すように、ガバナレバー(７)からガバナ収容ケース(４)の内底部に落下したエ
ンジンオイル(１４)が、ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)を介してポンプ収容
ケース(１)の内底部に流れ込んだ後、ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(２０)を介
して調時伝動ギヤケース(１１)内に流れ込み、オイルパン(１３)内に戻るようにしている
。
【００２５】
　図１に示すように、ガバナ収容ケース(１)のオイル流出口(１８)は、燃料噴射カム軸(
３)を軸受けする後側ボールベアリング(４０)の下方に設けられている。図１の符号(４１
)は燃料噴射カム軸(３)を軸受けする前側ボールベアリングである。図５に示すように、
ガバナ収容ケース(４)と噴射ポンプ収容ケース(１)との隔壁(１７)には、左右一対のオイ
ルオーバーフロー孔(６４)(６４)が設けられている。
【００２６】
　ガバナレバーの潤滑構造は、次の通りである。
　図３(Ａ)に示すように、ガバナ収容ケース(４)内にガバナレバー枢軸(４２)が架設され
、ガバナレバー(７)にボス(４５)が取り付けられ、このボス(４５)がガバナレバー枢軸(
４２)に外嵌され、枢支部(１６)が構成されている。図３(Ｂ)に示すように、ガバナレバ
ー枢軸(４２)にはその中心軸に沿う軸内オイル通路(４３)が設けられ、オイルパン(１３)
内のエンジンオイル(１４)がオイルポンプ(１５)の圧送力で軸内オイル通路(４３)に供給
されるようになっている。ガバナレバー枢軸(４２)の軸長方向中央部は小径部(４４)とさ
れ、この小径部(４４)とボス(４５)との間に給油隙間(４６)が設けられ、小径部(４４)の
径方向にオイル流出孔(４７)が設けられ、オイル流出孔(４７)で軸内オイル通路(４３)と
給油隙間(４６)が連通され、軸内オイル通路(４３)からオイル流出孔(４７)を経て給油隙
間(４６)に給油が行われるようにしてある。この給油隙間(４６)に供給されたエンジンオ
イル(１４)は、ガバナレバー枢軸(４２)とボス(４５)との隙間を通過して、ガバナ収容ケ
ース(４)の内底部に落下する。
【００２７】
　図１に示すように、燃料噴射カム軸(３)の架設方向を前後方向として、噴射ポンプ収容
ケース(１)の内底部に、噴射ポンプ収容ケース(１)のオイル流出通路(２０)側に向けて燃
料噴射カム(３４)の下方を通過する前後向きのオイル通過溝(２１)が設けられている。
　ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)と前後向きのオイル通過溝(２１)とは、直
進するキリの一連のキリ加工で連続形成されたものである。
　オイル流出通路(２０)の通路入口(２２)は噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部の最も低
い位置よりも高く配置され、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部のエンジンオイル(１４)
がオイル流出通路(２０)の通路入口(２２)からオーバーフローするようにしている。
　オイル流出通路(２０)は噴射ポンプ収容ケース(１)の端壁(２３)から噴射ポンプ収容ケ
ース(１)の内底部に向けて直進するキリ(２４)のキリ加工で形成されたものであり、この
直進するキリ(２４)による噴射ポンプ収容ケース(１)の内底面の貫通により、噴射ポンプ
収容ケース(１)の内底面にオイル流出通路(２０)の通路入口(２２)が開口されている。
　前後向きのオイル通過溝(２１)とオイル流出通路(２０)とは接続されている。
【００２８】
　図２に示すように、燃料噴射カム軸(３)の架設方向と平行な向きに見て、噴射ポンプ収
容ケース(１)の横に燃料噴射ポンプ(２)に燃料を供給する燃料フィードポンプ(２５)が配
置され、この燃料フィードポンプ(２５)のフィードポンプ室(５１)の下方にポンプ連動部
収容通路(５２)が配置され、ポンプ連動部収容通路(５２)の横にロッカアーム取り付け通
路(５３)が配置され、ロッカアーム取り付け通路(５３)の横に噴射ポンプ収容ケース(１)
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のロッカアーム挿入通路(５４)が配置され、ポンプ連動部収容通路(５２)がロッカアーム
取り付け通路(５３)と噴射ポンプ収容ケース(１)のロッカアーム挿入通路(５４)を介して
噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部と連通されている。
【００２９】
　図２に示すように、ロッカアーム取り付け通路(５３)に取り付けられたロッカアーム(
５５)がロッカアーム挿入通路(５４)を介して噴射ポンプ収容ケース(１)内に挿入され、
燃料噴射カム軸(３)の燃料フィードカム(３５)からロッカアーム(５５)とポンプ連動部収
容通路(５２)内のポンプ連動部(５６)を介してフィードポンプ室(５１)のポンプ作動部(
５７)が駆動される。
　このようにするに当たり、噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部とロッカアーム挿入通路
(５４)との境界に形成される突条(５８)が横向きのオイル通過溝(５９)で除肉されている
。
【００３０】
　図２に示すように、前後向きのオイル通過溝(２１)と噴射ポンプ収容ケース(１)の内底
部との境界に形成される突条(６０)がオイル通過凹部(６１)で除肉されている。
　横向きのオイル通過溝(５９)とオイル通過凹部(６１)とは、噴射ポンプ収容ケース(１)
の外側からロッカアーム挿入通路(５４)内を経て噴射ポンプ収容ケース(１)の内底部に向
けて直進するキリ(６３)の一連のキリ加工で形成されたものである。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施形態に係るディーゼルエンジンで用いる燃料噴射ポンプユニット縦
断側面図である。
【図２】図１のII－II線断面図である。
【図３】図１の燃料噴射ポンプユニットで用いるメカニカルガバナの説明図で、図３(Ａ)
は縦断正面図、図３(Ｂ)はガバナレバーの枢支部の縦断正面拡大図である。
【図４】図１の燃料噴射ポンプユニットで用いる噴射ポンプ収容ケースを説明する図で、
図４(Ａ)は正面図、図４(Ｂ)は側面図である。
【図５】図１の燃料噴射ポンプユニットで用いる噴射ポンプ収容ケースの背面図である。
【図６】本発明の実施形態に係るディーゼルエンジンの模式平面図である。
【符号の説明】
【００３２】
(１) 噴射ポンプ収容ケース
(２) 燃料噴射ポンプ
(３) 燃料噴射カム軸
(４) ガバナ収容ケース
(５) メカニカルガバナ
(６) ガバナウェイト
(７) ガバナレバー
(８) ガバナ力入力部
(９) 出力部
(１０) 燃料調量部
(１１) 調時伝動ギヤケース
(１２) 燃料噴射カムギヤ
(１３) オイルパン
(１４) エンジンオイル
(１５) オイルポンプ
(１７) 隔壁
(１８) オイル流出口
(１９) 隔壁
(２１) 前後向きのオイル通過溝
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(２２) 通路入口
(２３) 端壁
(２４) キリ
(２５) 燃料フィードポンプ
(３４) 燃料噴射カム
(３５) 燃料フィードカム
(５１) フィードポンプ室
(５２) ポンプ連動部収容通路
(５３) ロッカアーム取り付け通路
(５４) ロッカアーム挿入通路
(５５) ロッカアーム
(５６) ポンプ連動部
(５７) ポンプ作動部
(５８) 突条
(５９) 横向きのオイル通過溝
(６０) 突条
(６１) オイル通過凹部
(６３) キリ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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